
















































































































１．調査対象者：平成 26 年度入学生 173 名















































































































































にしている学生が約 1 割，朝食を摂らない学生が 2 割弱
存在していた。今後，要因を詳細に検討する必要がある
が，一人暮らしによる影響があるとすれば，入学後早い
時期に，朝食の重要性や栄養バランスを意識する機会を
設ける必要性がある。食への関心を育て，生活リズムに
取り入れることができると，その後の学生生活において，
良好な食習慣が維持できると考える。
食に関する知識，健康に関連するソーシャル・サポー
トが，食行動に関する自己効力感を介して適切な食行動
の実行に及ぼす影響を検討した研究６）では，ソーシャル・
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サポートは食生活の自己効力感を高め，適切な食行動の
実行に寄与すること，食に関する正しい知識および関心
の強さ，周囲のサポートが，適切な食行動の実行に影響
することを明らかしている。大学の使命は，専門的知識
を教授することである。しかし，卒業後，社会に貢献で
きる人材を育成する教育機関であるという意味において
は，学生時代に健康な生活習慣を獲得できるよう，食生
活を含む学生生活全般のサポートの提供は，大学の責務
である。
看護学生を対象に，食生活での学生が抱える課題につ
いて調査した研究７）では，食事選択に伴う問題として，欲
望の赴くままの食事摂取や，食事内容に対する無頓着さ
などを抽出したうえで，食欲と嗜好をコントロールし，
バランスのよい食事を意識付け，料理の腕を磨き，生活
リズムを調整することが食生活の問題を改善するのに有
効であることを明らかにしている。今回の調査でも，野
菜や果物を摂取しない学生や，インスタント麺等を毎日
摂取している学生が存在していた。また，間食を 2 回以
上している学生が 3 割近く存在していることからも，安
易に手に入る食材でとりあえず空腹を満たしている学生
の存在が明らかになった。一人暮らしの看護学生の食生
活と身体症状の関連を明らかにした研究８）では，「疲れや
すい」「便秘し易い」「息切れし易い」などの症状が食生活
と関連すること，食習慣が「やや悪い・悪い」学生は，「ふ
つう・よい」学生よりも不調である割合が有意に高いこと
明らかにしている。朝食摂取群は望ましい食意識と行動
により，自覚的不健康度が低い９）ことからも，食生活を充
実させるための支援は，学生生活の質にも関わる重要な
取り組みである。料理の未熟さからくる自炊への意欲の
低さ，食材への関心の希薄さ，インスタント系食品の多
用がその要因であるとすれば，何らかの手段を講じない
限り，今後も安易に空腹を満たす傾向は改善されないで
あろう。
地域社会との連携の下で，食を取り巻く環境に学生自
らが着目できるプログラムを実
施し，自己の改善点や望ましい食生活の実践を通し，自
己の健康管理能力を育てる取り組みの効果 10）が報告され
ている。学生が住まう地域には，地元の食材に関する豊
かな知識をもつ高齢者や，経験豊富な主婦，保健師や栄
養士など，学生の食育の手助けを依頼できる人材が豊富
に存在している。地域の力を借りながら，旬の野菜をお
いしく簡単に料理できる技を獲得する機会を提供するな
ど，学生の自炊力を育む仕組みを構築する必要性が示唆
された。
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